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先住民差別から黒人アリエルに

ディズニーの過去と現在の比較から見る変革
From Discriminating Native Americans to a Black Ariel: 

Research of Social Transformation by Comparing Disney’s Past and Present

中本ゼミ チーム多文化 Nakamoto Seminar: Team Multicultural
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人種間権利の平等を確保するためには
多くの措置が必要である

アメリカの人種差別の歴史にもっと
公的な注意を払うことは社会にとってー

アメリカの成人の過半数以上が
人種差別撤廃と平等に肯定的な意見

比
較

過去の作品内での人種差別表現と
現在の方針や戦略などを比較する観点から

どのような変化が起きたかを分析

なぜそのような変化が起きたのかを
ディズニーという企業の経営と

アメリカ社会の変化という観点から分析

ディズニーの変化から
分かるアメリカ社会と
認識の変革、他の企業の

今後の戦略、
そして今後の人種差別に

対する展望と課題

世界の流れに合わせて企業が変化！
映画のみならず教育・運営方針も

出典 : PEW Research Center

2021年6月8-18日
調査対象：米国の成人 10,221名

ディズニーの「実写版リトル・マーメイド」の主人公「アリエル」の配役に黒人女性が起用されたことで炎上が起きたが、

過去の作品では人種・性的差別表現が蔓延していたディズニーがなぜ・どのように多様性を追求し Political Correctness を重視する企業になったのか？

◆ NACCPや「公民権運動」をはじめ、人種・性的差別の完全撤廃を
目標に続いてきた数多くの運動 EX) フェミニズム・先住民運動・BLM

◆世界各地の植民地独立、国連の条約などにより、国際社会が有色人種・女性の人権を
重視する流れに EX）人種差別撤廃条約・女子差別撤廃条約

◆世界各国で反差別法が制定され、様々な運動と組織が誕生
EX）オーストラリアの人種/性差別法(1975/1984)・日本のIMADR(1988)

研究背景

② 現在

「ピーターパン」（1953）

インディアン（アメリカ先住民）

に対する差別的表現

→（ex)「レッドスキンズ」

◆「アラジン」(1992)に初めての非白人プリンセス
‘ジャスミン’が登場

◆ スターウォーズ (2012年にディズニーが買収)
「フォースの覚醒」（2014年公開）

実写版「ピーター・パン」（2023年公開予定）
実写版「リトル・マーメイド」（2023年公開予定）に

黒人俳優が起用されるように！
ハリー・ベイリーのツイート

ディズニー社の国際的な展開

ディズニー映画×人種差別
ディズニー映画×多様性

公教育での批判的人種理論やLGBTQ+に関する教育を禁止する

Parental Rights in Education bill(親の教育権利法)

に反発する声明を発表-> フロリダ州政府と摩擦も

＋

様々な社会運動による、人種やジェンダーに関する認識の変化
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ディズニーの海外収益

ラテンアメリカ・その他 アジア ヨーロッパ

出典 :The Walt Disney Company
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⑤ 研究意義・結論・考察・展望
• 今回の研究ではディズニーが Political Correctness 志向企業になった背景と理由を究明し、これからの社会における多様性と企業がとるべき態度を考えた。

• 数多くの作品で人種差別表現を批判され、1990年代からは非白人キャラクターを取り入れ、最近では白人キャラクターの役に黒人を起用するなど、数十年にかけて変化が現れた。

これは世界配信の映画の収益上昇・より広い国際展開のため、そしてアメリカ・国際社会の様々な運動などによる人種・ジェンダーに関する認識の変化に積極的に反応した結果であると見られる。

• 黒人俳優起用に反対する声が大きいことや反差別教育を支持する声明で政府との摩擦が発生するなど、まだ文化・人種間の違いによる差別の壁が大きく立ちはだかっているものの、

ディズニーが多様性を取り入れた作品を全世界に発信したことなどは必ずこれからの国際社会を変えていく力の一つとなっていると言える。そして、それにあわせてもっと多くの

企業が多様性を重視する動きを取ることで好循環が形成され、差別の完全撤廃に向かって進んでいくだろう。

「南部の唄」(1946)

アフリカ系アメリカ人に対するステレオタイプ的な描写

+ 黒人男性と白人の少年が楽しそうに交流→「歴史認識をねじ曲げる」と批判

-> 家庭用DVDの発売や動画配信はされないことに

「ジャングル・ブック」（1969）

身体的特徴を指摘する台詞や

猿のキャラクターで

黒人を怠け者として表現

→「Disney ＋」で注意書きも
「このプログラムは人または文化の

否定的かつ不当な描写を含んでいる」

③ 理由その１

① 過去

④ 理由その２

人種差別的表現を除去、映画に有色人種キャラクター・俳優を取り入れ

反人種差別に関する様々な社会貢献・活動をするように変化

世界各地で消費者が大幅に増加し、海外収益が上昇
→映画の収益を上げるには、有色人種がマジョリティの国、

地域の人々にも受け入れられる必要があった

https://www.buzzfeed.com/jp/saoriibuki/halle-bailey
https://imadr.net/about/
https://www.asahi.com/culture/reuters/CREKBN2710E0.html

